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大阪駅北地区先行開発区域 

○ 関西圏の知的集積からビジネス創造が展開される戦略拠点の整備推進 

イノベーション創出をめざす産学官連携拠点｢(仮称)大阪オープンイノベーションセンター｣の形成 

○国内経済のパイの縮小が懸念されるなか、
地域の雇用を創出していくためには、高い
付加価値を生み出す知識集約型産業の育成
や海外需要の取り込みが不可欠。 

■将来の成長に向け展開する切れ目のないプロジェクト支援

研究開発プロジェクト 研究シーズ

新事業

資金獲得支援資金獲得支援

プロジェクト管理プロジェクト管理 ビジネスマッチングビジネスマッチング

実証実験支援実証実験支援

グローバル展開グローバル展開
○ ナレッジ・キャピタルにオープンイノベーションの場を形成

○ 人材を集め、成果を育むための支援を展開

○ 産学官連携による大阪の成長をめざす仕組みづくり

大学・研究機関

コーディネーター

新製品

新サービス

目利き・知財活用目利き・知財活用

ネットワーク構築ネットワーク構築

消費者ニーズ消費者ニーズ

プロモーションプロモーション

企業

プロジェクト創出支援プロジェクト創出支援

(仮称)大阪オープンイノベーションセンター

科学技術の理解増進・人材育成科学技術の理解増進・人材育成 2

○そのため、本市の持つ中枢機能と大阪都市
圏に集積する産学のポテンシャルを生か
し、新しい価値を創造する産学官連携シス
テムの構築が必要。 

○ナレッジ・キャピタルが平成 24 年度下期ま
ちびらきと同時にその機能を発揮するよ
う、大学・研究機関、企業等と連携し、創
造活動を引き出すしくみの基盤づくりを進
める。 

○ナレッジ・キャピタルの集客・交流機能と
連携し、公共団体として 
産学の技術やアイディアを有機的に結合さ
せ、新しい価値を創造する『オープンイノ
ベーション』の拠点を形成する。 

【スケジュール】 

 
ロボットビジネス創出拠点
形成事業 
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平成24年度 平成23年度 平成2２年度 将来の成長 

ナレッジ・キャピタルにおいて、産学の
技術やアイディアを有機的に結合させ、
新しい価値を創造する拠点を形成する。
・ものづくりにおけるシミュレーション

の活用 
・抗疲労プロジェクトの展開 
・メディアデザインプロジェクトの創出
平成 22 年度 基本計画策定 
平成 23 年度 実施計画策定

 

クリーンテクノロジーの創

出ならびに活用促進事業 

 

イノベーション創出をめざ

す産学官連携拠点の形成 

ロボットビジネス創出促進機能の実現に
向け、 
・ロボットラボラトリーでの新事業開発
の支援 

・協働して事業運営を担うパートナー 
機関との連携 

・拠点の求心力強化に向けた国際ネット
ワーク形成 

に取り組む。 

創エネルギー省エネルギー技術に関
する研究成果の創出と事業化の促
進、さらに新技術の実証による普及
を図り、ものづくり企業の技術力の
向上と市場参入を促進する。 

シミュレーション・ 

可視化活用 

抗疲労 

省エネルギー

技術開発 

デザイン力向上 

低炭素型素材

新エネルギー 

技術開発 

新
た
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・
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パートナー機関の発掘・連携
方策検討調査 
次世代ロボット国際ネットワ
ーク形成事業 

介護・福祉 

医工連携 

防犯・見守りなど 
快適な住まい・ 
都市空間づくり 


